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Abstract   The Spiny-snout Pipefish Halicampus spinirostris (Dawson and Allen, 1981) 
(Syngnathidae: Syngnathinae), previously known from the eastern Indian and western 
Pacific oceans with the northernmost record from the South China Sea in the Pacific, was 
recorded on the basis of two specimens from Geruma-jima and Yoron-jima islands in the 
Ryukyu Islands and underwater photographs of a live individual from Ishigaki-jima island. 
The specimens and underwater photographs from the Ryukyu Islands represent the first 
records of H. spinirostris from Japan, the Yoron-jima specimen being the northernmost 
record for the species. The specimens are described here and a new standard Japanese 
name “Hime-toge-umiyakko” proposed for the species.
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ヨウジウオ科ヨウジウオ亜科（Syngnathidae: 
Syngnathinae）のウミヤッコ属 Halicampus 

Kaup, 1856は，躯幹輪数 13–18，体輪数 39–56，
背鰭軟条数 16–26，胸鰭軟条数 10–20，尾鰭軟
条数 10，躯幹部と尾部の上隆起線が不連続であ
る，躯幹部下隆起線が第 1尾輪で終わる，躯幹
部中央隆起線と尾部下隆起線が連続する，など
の形質で特徴づけられる（Dawson, 1985）．イン
ド・太平洋に分布する本属魚類は 12有効種が
知られ（Dawson, 1985），このほかに複数の未同
定種が報告されている［たとえば Kuiter（2009）
の Halicampus spp. 1–3］．そのうち，瀬能（2013）
は日本に分布するウミヤッコ属魚類として，以
下の 7種を認めた：ホソウミヤッコ H. boothae
（Whitley, 1964），ノコギリウミヤッコ H. brocki
（Herald, 1953），ヒメホソウミヤッコ H. dunckeri
（Chabanaud, 1929）， ウ ミ ヤ ッ コ H. grayi Kaup, 

1856，タツウミヤッコ H. macrorhynchus Bamber, 
1915， ト ラ フ ウ ミ ヤ ッ コ H. nitidus（Günther, 
1873），ホシヨウジ H. punctatus（Kamohara, 1952）．
本報告では，琉球列島の慶良間諸島慶留間島と奄

美群島与論島から採集された 2個体の標本，および
八重山諸島石垣島で撮影された生態写真に基づき，
Halicampus spinirostris（Dawson and Allen, 1981）を日
本初記録種として記載し，本種に対して新標準和
名を与える．Halicampus spinirostrisは東インド洋
と西太平洋に局所的に分布し（Dawson, 1985；
Kuiter, 2009），Chen et al.（1997）が報告した南シ
ナ海の南沙諸島からの記録が，太平洋における本
種の分布北限記録であった．したがって，琉球列
島から得られた H. spinirostrisの標本は，日本から
の本種の初めての記録であるとともに，本種の分
布北限の更新となるのでここに報告する．また，
本種はごく少数の標本が知られているだけの稀種
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であり（Dawson, 1985），日本産の 2標本を追加
することで明らかとなった個体変異についても述
べる．
標本の計数と計測は Dawson and Allen（1981），

Dawson（1985）および Allen and Kuiter（2004）に
したがった．体各部の名称は荒賀（1988）にした
がった．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm
の精度で行った．標準体長は体長あるいは SLと
表記した．標本の作製，登録，撮影，固定方法は
本村（2009）に準拠した．記載は慶留間島と与論
島から得られた 2個体の標本に基づく．鮮時の体
色の記載は固定前に撮影された与論島産標本のカ
ラー写真（Fig. 1A）に基づく［慶留間島産標本の
写真（Fig. 1B）は撮影時に標本が退色していたた
め体色の記載には用いていない］．生時の体色の
記載は，琉球列島で撮影された本種の生態写真
（画像資料）に基づく．色彩の表記は財団法人日
本色彩研究所（2001）の系統色名に準拠した．本
報告で使用された標本は，鹿児島大学総合研究博
物館（KAUM）と神奈川県立生命の星・地球博物
館（KPM）に保管されている．

Halicampus spinirostris（Dawson and Allen, 1981）
ヒメトゲウミヤッコ（新称）

（Figs. 1–3）

標本　KAUM‒I. 47877，体長 30.0 mm，鹿児島県
奄美群島与論島与論港沖（27˚03'40″N，128˚25'02″E），
水深 2 m，KAUM魚類チーム，手網，2012年 8月

13日；KPM-NI 30399，体長 35.4 mm，沖縄県慶良
間諸島慶留間島西沖合ウンザ（26˚10'55″N，127˚17'00
″E），水深 4 m，森山　敦，2011年 12月 27日．
画像資料　KPM-NR 44982A, B（KPM-NI 30399

の生態写真），森山　敦撮影；KPM-NR 92596A, 
B，沖縄県八重山諸島石垣島，水深 6 m，2007年
5月 4日，上野浩司撮影．
記載　背鰭軟条数 19–22．臀鰭軟条数 3．胸鰭

軟条数 13．尾鰭軟条数 10．体輪数 14–15 + 35 = 
49–50．背鰭基底下の体輪数 0.75–1.25 + 4.50–4.25 
= 5.25–5.50．体各部の体長に対する割合（%）は
以下の通り：躯幹長 38.1–39.2；尾部長 60.8–61.9；
頭長 12.4–12.6；頭幅 3.4–3.6；吻長 3.4–3.6（頭長
の 27.5–28.5%）；吻高 1.6–2.2；眼窩径 3.3–3.5；両
眼間隔幅 1.4；躯幹部での最大体輪高 3.5–3.7（第
5体躯輪）；体幅 2.3–2.4（第 5体躯輪）；尾部での
最大体輪高 2.4–2.7（第 1–2尾輪）；背鰭基底長
9.0–9.9；胸鰭長 1.9–2.5；胸鰭基底長 1.8；尾鰭長
3.6–4.0．
躯幹部と尾部の上隆起線は不連続．躯幹部下隆

起線は第 1尾輪で上方へ曲がり終わる．躯幹部中
央隆起線は最終躯幹輪で下方へ曲がり，尾部下隆
起線に連続する．背鰭基底下の体輪は盛り上がら
ない．各体輪の隆起はよく張り出し，その後方は
棘状．胸鰭基底に発達した 1隆起線が縦走する．
吻背面の中央隆起線は不連続で，2個の独立した
小棘がある（Figs. 2, 3）．吻側面に 2–3個の小棘
がある（Figs. 2, 3）；最前方の 1棘は吻側面の上
部，口の直後にあり，後方の 1–2棘は吻側面のほ
ぼ中央にある．眼窩上後縁付近の後頭部に 1個の

Fig. 1.　Fresh specimens of Halicampus spinirostris from the Ryukyu Islands, Japan. A. KAUM‒I. 47877, 30.0 mm SL, 
Yoron-jima island, Kagoshima Prefecture (taken in freshly dead condition); B. KPM-NI 30399, 35.4 mm SL, Geruma-jima 
island, Okinawa Prefecture (taken after refrigeration; yellow coloration mostly faded).
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小棘がある．主鰓蓋骨の隆起線始部，主鰓蓋骨中
央上方の項部に発達した 1個の小棘がある．頭頂
部の中央隆起線はよく発達し，比較的大きな 2–3
棘をともなう．主鰓蓋骨の隆起線はよく発達し，
縦走する 1本の隆起線の上下から多数の細い隆起
線が分岐する．眼窩の上方と下方，吻と頭部の腹
面，および頭頂部に枝状に分枝した多数の皮弁が
ある．躯幹部と尾部の上隆起線に 6–8個の分岐し
た小さな皮弁がある．第 1躯幹輪は第 2躯幹輪と
ほぼ同長．胸鰭の縁辺は丸い．尾鰭は小さい．
鮮時の色彩（Fig. 1）－頭部と体の地色はうす

い黄緑で，頭部と躯幹部腹面は茶色みがかる．体
に帯状の模様はない．尾鰭はうすい黄緑で鰭条に
沿って多数の小さな白色点がある．そのほかの鰭
は半透明で目立った模様はない．頭頂部の皮弁は
やや赤みがかる．そのほかの皮弁は頭部と体の地
色と同様．
生時の色彩－変異に富む．頭部と体はつよい赤

みの黄で，頭頂部の皮弁はやや赤みがかる（KPM-
NR 44982A, B）．あるいは，皮弁を含む頭部と体
は黒で灰色や茶色がかる部位がまばらにあり，胸
鰭基部と躯幹部上隆起線は淡色，躯幹部に白色の
不明瞭な小さい眼状斑がある（KPM-NR 92596A, 
B）．
備考　琉球列島から得られた標本は，尾鰭軟条

数が 10，躯幹部と尾部の上隆起線が不連続，躯
幹部下隆起線が第 1尾輪で終わる，躯幹部中央隆
起線が尾部下隆起線に連続する，吻背面の中央隆
起線に複数の独立した小棘をもつ，眼窩上後縁付
近の後頭部と主鰓蓋骨の隆起線始部にそれぞれ 1
棘をもつ，頭部に多数の分岐した皮弁をもつなど

の特徴をもち，これらの形質は Dawson and Allen
（1981）および Dawson（1985）によるH. spinirostris
の記載や図とおおむね一致した．よって調査標本
は H. spinirostrisに同定された．

Dawson and Allen（1981）は，吻側面に 3棘をも
つことを H. spinirostrisの標徴としてあげた．日本
産の 2標本のうち，体長 35.4 mmの個体（KPM-
NI 30399）は吻側面に 3棘をもつ（Fig. 3）のに対
して，体長 30.0 mmの個体（KAUM‒I. 47877）で
は 2棘しかなく吻側面の中央にある棘が 1個であ
る（Fig. 2）ことで Dawson and Allen（1981）の記
載と異なる．Dawson and Allen（1981）は，体長
23.8–103.0 mmの標本に基づいて H. spinirostrisを
記載し，吻側面の棘の数には成長にともなう変異
があり，体長 23.8 mmの小型個体では吻側面の棘
が 2個であると述べている．本種は体長 115–120 

Fig. 2.　Lateral view of head of Halicampus spinirostris (KAUM‒I. 47877, 30.0 mm SL). Pectoral fin and dermal flaps not 
illustrated. Bar indicates 1 mm.

Fig. 3.　Lateral view of snout of Halicampus spinirostris 
(KPM-NI 30399, 35.4 mm SL). Dermal flaps not illustrated. 
Bar indicates 1 mm.
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mmまで成長すると考えられており（Dawson, 
1985），本報告で調査した日本産 2個体はいずれ
も未成魚と考えられる．したがって，KAUM‒I. 
47877の吻側面の棘の状態は，本標本が未成熟個
体であるため，この形質が未発達であるとみなし
た．また，Dawson and Allen（1981）および Dawson
（1985）は，H. spinirostrisの記載において，本種の
眼窩背側の縁が上方に張り出す隆起をなすと述べ
た．しかし，日本産の 2標本では，眼窩背側の隆
起は未発達であった（Fig. 2）．この差異について
は，Dawson and Allen（1981）は報告していないが，
成長にともなう変異があり調査標本では特徴が発
現していないか，あるいは地理的な変異と考えら
れる．さらに，日本産の 2標本のうち KPM-NI 
30399の躯幹輪数は 15であり，Dawson and Allen
（1981）と Dawson（1985）が記載した H. spinirostris
の躯幹輪数（14）と異なるが，そのほかの形質は
H. spinirostrisの特徴とよく一致した．

Halicampus spinirostrisは，躯幹輪数が 15以下，
吻が短く頭長は吻長の 2.4–4.4倍，吻中央隆起線
が不連続であることをノコギリウミヤッコ H. 
brocki，H. mataafae （Jordan and Seale, 1906）および
トラフウミヤッコ H. nitidusと共有する（Dawson, 
1985）．Halicampus spinirostrisは H. brockiと比較し
て，吻が短く頭長は吻長の 3.1–3.8倍（H. brocki
では 2.4–3.0倍），吻背面の中央隆起線に 2–3個の
独立した小棘をもつ（2–3個の短い隆起線）など
の形質で識別される（Dawson, 1985）．また，H. 
spinirostrisは H. mataafaeと比べて，躯幹輪数が少
なく通常 14（H. mataafaeでは 15），躯幹部の上隆
起線が棘あるいは鋸歯をともなう（ともなわな
い）などの形質で識別される（Dawson, 1985）．
さらに，H. nitidusと比較して，H. spinirostrisは尾
輪数が多く 33–37（H. nitidusでは 30–32），頭部と
体にある皮弁は単純か分枝する（単純で平ら，と
きにヘラ状）ことで異なる（Dawson, 1985）．加
えて，H. spinirostrisは眼窩上後縁付近の後頭部と
主鰓蓋骨の隆起線始部にそれぞれ 1棘をもつこと
で，これらの部位に棘を欠く上記の 3種と識別さ
れる（Dawson and Allen, 1981）．

Halicampus spinirostrisはスリランカからアメリ
カ領サモアとマーシャル諸島にかけて，および
オーストラリアとニューカレドニアから琉球列島
にかけての東インド洋と西太平洋に分布する
（Dawson, 1985；Fricke, 2004；Kuiter, 2009； 本 研
究）．本種は水深 4.6–10 mの岩場やサンゴ礁に生
息し（Dawson and Allen, 1981），ニューカレドニ

アでは水深 26 mから採集されている（Fricke, 
2004）．日本国内において本種は琉球列島南部の
水深 2–6 mから記録され，慶留間島産の標本
（KPM-NI 30399）は水深 4 mの転石下に単独でい
たところを採集された（本研究）． 

Halicampus spinirostrisには標準和名が与えられ
ていなかったため，本研究では与論島産の標本
（KAUM‒I. 47877）に基づき，本種が頭部に多数
の棘をもつことで特徴づけられること，これまで
に知られる本種の標本がいずれも比較的小さな個
体であることに因み，新標準和名ヒメトゲウミ
ヤッコを提唱する．
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